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〝
へ
そ
の
絆
〞
は
昭
和
53
年
10

月
20
日
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
北
海
道
の
へ
そ
」
や
「
日
本
の

へ
そ
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
富
良
野

市
と
西
脇
市
は
こ
の
日
、
へ
そ
が

取
り
持
つ
縁
で
、「
友
好
都
市
親
善

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
＝
写
真
。

以
降
、
両
市
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
や
青
年
会
議
所
が
親
善
協
定
を

結
ぶ
な
ど
交
流
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
10
月
に
は
、

両
市
を
は
じ
め
全
国
の
へ
そ
の
ま

ち
が
加
盟
す
る
「
全
国
へ
そ
の
ま

ち
協
議
会
」
で
、
災
害
時
の
相
互

応
援
を
定
め
た
覚
書
を
締
結
。
最

近
で
は
高
校
生
が
衣
や
食
を
通
じ

て
交
流
を
続
け
る
な
ど
、
結
び
つ

き
を
強
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
10
月
に
は
協
定
締
結
か
ら

40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記

念
し
て
、
本
市
で
は
11
月
に
式
典

を
開
催
し
、
富
良
野
市
か
ら
市
民

訪
問
団
を
お
迎
す
る
予
定
で
す
。

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

北
海
道
富
良
野
市
の
概
要

　
雄
大
な
十
勝
岳
連
峰
と
芦
別
岳

に
囲
ま
れ
た
盆
地
に
位
置
す
る
富

良
野
市
は
、
美
し
い
空
知
川
が
市

の
中
央
を
流
れ
る
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
田
園
都
市
で
、
道
内
を

代
表
す
る
観
光
地
の
一
つ
で
す
。

内
陸
性
気
候
で
、
一
年
で
気
温
の

差
が
大
き
い
の
が
特
徴
。
冬
に
は

マ
イ
ナ
ス
30
度
を
下
回
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
市
内
で
は
広
大
な
土
地
を
利
用

し
て
、
タ
マ
ネ
ギ
や
ス
イ
ー
ト
コ

ー
ン
な
ど
野
菜
を
中
心
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
農
産
物
を
生
産
。
チ
ー
ズ

や
ワ
イ
ン
の
製
造
な
ど
、
第
６
次

産
業
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

面
積
は
約
６
０
０
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
人
口
は
約
２
万
２
千
人

（
い
ず
れ
も
８
月
31
日
現
在
）。

　
「
日
本
の
へ
そ
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
本
市
が
、「
北
海
道
の
へ
そ
」
北
海
道
富
良
野
市
と
友
好

都
市
親
善
協
定
を
締
結
し
て
今
年
で
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
協
定
で
は
友
好
親
善
の
促
進
を
図
り
、
両
市
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

両
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
市
民
が
、
経
済
産
業
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
な
ざ

ま
な
分
野
で
相
互
に
交
流
し
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
53
年
か
ら
続
く
「
へ
そ
」
が
取
り
持
つ
絆
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
秘
書
広
報
課
（
市
役
所
内
線
２
０
６
）

〝
へ
そ
〞
で
つ
な
が
っ
て
40
年

今年の富良野市との交流
◆西脇高校生が「富良野オムカレー」を提供

　西脇高校生活情報科の３年生 12 名が北海道富良
野市のご当地グルメ「富良野オムカレー」を提供し
ました。カレーとオムライスを組み合わせた富良野
オムカレーは、ふわふわのオムレツと辛めのルーが
特徴です。
　この取り組みは富良野オムカレー推進協議会の協
力を得て平成 24 年から続いており、生徒らは黒田
庄和牛の焼き肉を添えてアレンジするなど、オリジ
ナルメニューを考案しました。〔８月４日・７日、
日替わりシェフレストラン「梅吉亭」〕

◆市民ツアーで12名が富良野市を訪問

　富良野市と友好都市親善協定の締結 40 周年を記
念して、市民の皆さんが富良野市を巡る市民ツアー
を開催。市民ツアーに参加した 12 名は北猛俊富良
野市長を表敬訪問し、「へそ」が取り持つ絆を深め
ました。また、富良野市の夏祭り「北海へそ祭り」
に参加したほか、富良野市や道内の観光施設を巡り
ました。〔７月 27日～ 30日、北海道富良野市ほか〕

昭和53年10月
 ・西脇市と富良野市が友好都市親善協定締結
昭和54年５月
 ・富良野市助役などが来西
　一行は織物まつりに参加して交流。
 ・両市のライオンズクラブが姉妹都市提携を
　締結
昭和55年９月
 ・両市の青年会議所が親善協定を締結
昭和58年10月
 ・西脇市で子ども絵画交流展を初開催

平成７年８月
 ・富良野市民団などが来西
　富良野市教育長を含む市民団が本市を訪問。
平成９年４月
 ・両市の児童が特産品のプレゼント交換
　富良野市樹海東小で収穫した豆と、双葉小
児童の自作のランチョンマットと播州織ハン
カチを交換。
平成９年11月
 ・全国へそのまち協議会設立
　両市のほか、全国で「へそ」や「中心」な
どと標榜する自治体で協議会を設立。本市で
15自治体が参加するサミットを開催。
平成10年７月
 ・富良野市で全国へそのまちサミット開催
　本市の市民団が富良野市を訪問し、北海へ
そ祭りに参加。前夜祭では西脇太鼓を披露。

平成23年10月
 ・全国のへそのまちと災害時応援協定を締結
　両市が加盟する全国へそのまち協議会で、
災害時の相互応援を定めた覚書を締結。
平成 24年７月
 ・両市の高校生が「衣」と「食」で交流
　西脇高校生が富良野緑峰高校生と交流。北
海へそ祭りのステージで播州織作品を披露。
平成25年７月
 ・友好都市親善協定締結35周年
　富良野市で記念式典を開催し、両市長が友
好都市親善協定を再表明。
平成30年11月（予定）
 ・友好都市親善協定締結40周年記念式典開催

“へその絆”の軌跡


